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抄録：ラオス人民民主共和国では２００７年に教育法が改正されてから７年が過ぎ，教育カリキュラム
の内容が見直されようとしている。現在，ラオス人民民主共和国の理科教育は『World Around Us』
という総合的な教科の一部として行われている。本稿は現在行われようとしているラオスのカリキュ
ラム改訂のために，改定前のWorld Around Usの指導要領を記録として残しておくことが目的である。
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Curriculum Guideline for the “World Around Us” in Lao People’s
Democratic Republic（2014 Before Revision）
Ⅰ．はじめに
　ラオス人民民主共和国（以下，ラオス）は２０００年に
初めて教育法が制定され，２００７年にその教育法が改正・
公布された（平良，２０１１）。ラオスでは各教科のカリキュ
ラムについて見直しが２０１６年に予定されており，理数
科教育については特に力が入れられているようである
（Khanthavy氏との談話）。
　そのような中，本稿は２０１４年現在，ラオスにおいて
小学校（第１学年〜第５学年）で行われている改訂前の
理科教育の指導要領（Ministry of Education and Sports，
２０１４）の全訳を試みたものである。なお，翻訳にあたっ
てはラオス教育省（Ministry of Education and Sports）が
配布した英語版の指導要領を参照しており，ラーオ語の
オリジナル原本は参照していない。
　ラオスにおける理科教育は『World Around Us（私たち
のまわりの世界）』という教科の中で行われており，この
教科は理科のみならず，日本でいえば生活科や社会科な
ど我々の日常生活に関連のある教科を総合的に扱ってい
るのが特徴である。
　本稿は，今後のラオスにおける理科教育の改善するべ
き問題点の指摘や改善後にどのように変化されたかを比
較するために記録として残しておくことを目的としてい
るものである。
　なお，本稿の内容はラオスの公式言語であるラーオ語
で書かれた指導要領ではなく，ラオス教育省が翻訳し海
外研修へ行く職員に配布した資料をもとに翻訳を行って
いるが，翻訳された英語の一部で誤字・脱字が有ったこ
とを先に記しておく。
　
Ⅱ．『World Around Us』指導要領
　World Around Us の教科は小学校における理科，社会科，
環境教育，そして保健（健康教育）の内容を含んでいる。こ
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れらの教科を児童の生活する環境や社会と関連づけて教
える教科である。児童の日常生活においてこれらの教科
（知識の分野）はお互いに関連し合っているため，World 
Around Us の教科では学習が総合的に紹介されているの
である。
　World Around Us は様々な観察や実験を通して児童の
自然についての謎を解く能力を育てる教科である。この
教科を通して児童は自然界の現象に関する理解を高め，
自然をより尊敬・慈しむ心を育て，自然の一部として生
きて行くことを学ぶ。児童はまた，この教科を通して自
分自身や社会，地域や国内の環境，人間と人間・地域・
環境との相互依存に関する知識や理解を発達させていく。
そして，この教科は児童が地域やグローバル社会へと活
動的に参画していくための知識・スキル・態度や価値観
を促進するものである。また，World Around Us は児童
が自分たちの世界を探求し，知り，理解することを援助
する。そうすることにより児童が自分たちの生活様式・
生活環境そして社会を改善するための責任ある決断が可
能になるのである。さらには児童が適切な手法により
様々な問題を解決する機会を提供するのである。そして，
World Around Us は児童が将来，より高度な教育を受ける
ことが可能になるために基礎的な知識やスキル・態度を
養うのである。
　
１．目的
　小学校課程においてWorld Around Us を学習すること
によって児童は以下のものを身につけるのが目的である。
１）知識
　・　自分自身と環境についての理解
　・　環境と生物の関係についての本質的な知識
　・　環境と社会の変化に関する知識
　・　自分自身の文化やコミュニティーに関する知識
　・　ラオス人民民主共和国以外の社会に関する知識
　・　人体と健康的な生活に関する知識
２）スキル
　・　様々な事象が何故そうなのか，そうなるのかを問
う能力
　・　様々な話題や課題に関連する要素を評価・操作し
て調査や研究を計画し実行する能力，そして正確
な情報を集める能力
　・　観察・評価（計測＆試算）・分析（分類・解釈な
ど）・行動する能力
　・　簡易な研究道具や実験装置を使用する能力
　・　地域において自然や人間・文献などから情報を見
つける能力
　・　調査から（仮説や理由などを基に）予想したり，
（過程を）説明する能力
　・　信頼できる証拠を基に自身の考えを持ち，批判的
に考える能力
　・　研究結果を言葉や図表，その他の科学的方法で伝
達する能力
　・　他人と考えを共有し，協力する能力
　・　科学的知識を日常生活に応用する能力
　・　問題を解決する能力
　・　生活において健康的な選択をできる能力
３）態度と価値
　・　自然的・科学的過程に興味・感心を持つ
　・　科学的方法をもって問題解決や発見をする
　・　他人の価値観を尊重する
　・　他人の文化を尊重する
　・　問題解決過程における創造性
　・　自分・文化・国家を誇る
　・　ラオス資源の保護
　・　自分自身・他人・環境を大切にする態度
　・　新しいアイディアを受け入れる姿勢と誠実・厳格
な態度
２．内容
　World Around Us の教科は「生物」「非生物」そして
「ラオス人民民主共和国」の３つの構成要素を含んでいる。
これらの要素は全学年において同様である。また，これ
らの構成要素はそれぞれの中でさらに細分化されている。
１）生物
　「生物」を学習することによって児童は生物とは何か，
そして生物が生きて行く上で何が必要という基本的な理
解を深めていく。児童はまた生物同士の関係やバランス
の保たれた環境の中でのそれぞれの役割についても学習
する。
　「生物」は以下の４つによって構成されている。
１．１）私たちの身体と健康
　児童は自分たちの体の内外の各部とその役割について
理解を深める。また，児童は健康を害することについて
考え，健康を維持することについて清掃・自己防衛・病
気の予防・栄養と健康な生活の観点から学習する。そし
て，可能であれば児童は自分たちのことを調べ，自分の
知識や経験をもとに不健康にならない方法を考える。
１．２）植物と植物の利用
　児童は植物の構造と生物としてどのように機能してい
るかを学習する。また，児童は多年生植物のライフサイ
クルについて考え，植物が元気に育つために何が必要か
を知るために調査する。児童はさらに，様々な植物をそ
の構造や性質をもとに科学的に分類することを学び，人
間がどのように植物を育て，植物の一部を使用するかを
検討する。最後に，可能であれば児童は植物の様々な作
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用について科学的実験を行う。
１．３）動物とその行動
　児童は動物の特徴や体の部分・一生・生息地・身体や
行動の環境への適応性・自身の保護（カモフラージュ）
と捕食について学習する。また，児童は動物を昼／夜行
性・単独／集団生活・利用価値と危険性などをもとに分
類する。その一方で児童は動物の科学的分類を行う。児
童はまた，動物の繁殖方法についても学習する。そして，
それぞれの生態系におけるバランス（被捕食者と捕食者
の関係）を通して，食物連鎖・生態・環境バランスにつ
いて勉強していく。
１．４）生物同士の関係
　児童は自分たちと動植物の関係を学ぶことにより生態
系と環境についての考えをより深めていく。そして児童
は自分たちが全ての生物が生息できるバランスを保護す
る責任を持っていることを自覚し，人間もそのバランス
を必要としていることを理解する。
　
２）非生物
　「非生物」を学習することによって児童は世界の物性や
人間の資源利用について基本的な理解を深めていく。
　「非生物」は以下の２つによって構成されている。
２．１）物質とその利用
　児童は世界を作っている物質について様々な種類・そ
の性質・人間の利用方法について学習する。児童は様々
な資源の利用による環境への影響やその妥当性について
理解する。また，児童は水の循環・季節・日食などの自
然界における物理法則や現象について学び，これらが止
まることの無い，動的なバランスの上に成り立っており，
方位を知るなど，私たちの日常生活と深く関わっている
ことを理解する。また，児童は世界の発達した科学研究
の価値やそれに付随する技術発展などについても考える。
２．２）エネルギーと化学物質
　第３学年から第５学年の児童は光・熱・電気や音の基
本的な性質について理解を深める。児童はまた，風・水・
磁石・簡単な装置について調査し，人間がどのようにそ
れらを使用しているかを学習する。そして，児童は日常
生活を支える様々な化学物質の特徴について正しい使用
方法や間違った使用方法の危険性についても学習する。
　
３）ラオス人民民主共和国
　「ラオス人民民主共和国」を通して児童は人類社会につ
いてどのように学んでいくかの基礎を作り上げる。児童
は共同生活していくための組織の編成，歴史の影響，地
域ごとにおける社会システムの発達について学習する。
　「ラオス人民民主共和国」は以下の２つによって構成さ
れている。
 
３．１）地理と歴史
　児童は地図の作成そして読取り能力を身につけ，地図
を使って地域の地理学的特徴や人口，地域の行事などに
ついて話し合う。児童はまた，国内における様々な民族，
地域の生活様式，行政制度の様々な段階について学習す
る。さらに児童はラオス国内における交通手段，通信手
段と産業について学び，産業発展を制限する要素につい
て考えていく。最後に，児童は ASEAN諸国やメコン川
の流域にある国々を含む近隣諸国について学習し，ラオ
スとの比較を行う。
　一方，歴史上の支配者（王）について，彼らがどのよ
うに国家の基礎を作ってきたかを学習する。さらに児童
は近代の歴史，特に植民地時代からの解放とラオス人民
民主共和国の樹立までを学習する。
３．２）社会組織
　児童は地元の生活様式や仕事について学習する。児童
はそこで，様々な人達が色々な目的で一つの社会を作り
上げていること，行政制度と協働し，社会の発展を行っ
ていることを知る。また，児童は地域の指導者の役割や
その責任を理解し，市民が従う法律やルールについても
学習する。
　さらに，児童は芸術や民芸品がどのようにそれぞれの
地域社会を代表するのかを学習し，近隣諸国の文化と比
較する。そして児童は自分達の文化の価値を尊重し，ラ
オス国内の遺跡や発掘品を保護する重要性を理解する。
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表１
生物：私たちの身体と健康
第
５
学
年
第
４
学
年
第
３
学
年
第
２
学
年
第
１
学
年
 
人
間
の
五
感
を
言
え
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，
人
体
器
官
の
構
造
を
説
明
で
き
る
 
人
体
器
官
を
描
く
こ
と
が
で
き
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そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
説
明
で
き
る
 
感
覚
の
働
き
に
つ
い
て
の
観
察
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を
報
告
で
き
る
 
感
覚
器
官
の
病
気
を
知
る
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ま
た
，
こ
の
よ
う
な
病
気
の
予
防
方
法
と
治
療
方
法
を
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る
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結
膜
炎
，
皮
膚
病
，
失
明
，
難
聴
な
ど
）
 
消
化
器
官
，
神
経
，
排
泄
器
官
，
生
殖
器
官
の
構
造
や
役
割
，
そ
れ
ら
に
関
わ
る
他
の
身
体
器
官
の
役
割
に
つ
い
て
知
る
 
こ
れ
ら
の
器
官
の
一
般
的
な
病
気
を
知
り
，
そ
の
予
防
方
法
や
治
療
方
法
を
知
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神
経
や
消
化
器
官
を
は
じ
め
，
ア
ル
コ
ー
ル
や
他
の
薬
物
の
健
康
へ
の
影
響
を
説
明
で
き
，
こ
れ
ら
を
可
能
な
限
り
避
け
る
方
法
を
提
案
で
き
る
 
A
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S
が
何
か
，
健
康
に
ど
の
よ
う
な
影
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が
あ
る
か
を
定
義
づ
け
ら
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る
 
A
ID
S
が
ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
か
，
ま
た
，
循
環
器
系
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
か
を
説
明
で
き
る
 
A
ID
S
の
社
会
や
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
 
地
域
に
お
い
て
，
ど
う
し
た
ら
A
ID
S
の
感
染
を
予
防
で
き
る
か
提
案
で
き
る
 
心
臓
と
肺
の
働
き
を
説
明
で
き
る
 
心
臓
と
肺
の
関
係
を
観
察
す
る
活
動
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を
報
告
で
き
る
 
身
体
の
呼
吸
器
系
と
循
環
器
系
の
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
，
そ
の
他
に
も
関
連
す
る
人
体
器
官
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
 
心
臓
と
肺
に
関
わ
る
病
気
を
知
る
，
ま
た
，
様
々
な
病
気
の
予
防
方
法
や
治
療
方
法
に
つ
い
て
も
知
る
（
胸
膜
炎
，
肺
結
核
，
肺
が
ん
，
心
臓
病
，
高
血
圧
な
ど
）
 
タ
バ
コ
や
中
毒
性
薬
物
の
心
臓
や
肺
を
は
じ
め
と
す
る
健
康
へ
の
影
響
を
説
明
で
き
る
，
ま
た
，
薬
物
の
使
用
を
避
け
る
方
法
を
提
案
で
き
る
 
A
ID
S
に
か
か
っ
た
人
や
そ
の
家
族
を
支
援
で
き
る
 
食
べ
物
の
３
グ
ル
ー
プ
へ
の
分
類
方
法
と
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
 
上
記
の
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
地
元
地
域
の
食
材
を
言
え
る
 
各
食
物
グ
ル
ー
プ
の
摂
取
不
足
や
汚
れ
た
食
べ
物
に
つ
い
て
，
そ
の
原
因
と
影
響
を
説
明
で
き
る
 
地
元
地
域
に
お
い
て
健
康
的
な
食
事
を
提
案
で
き
る
 
口
と
歯
・
舌
の
役
割
を
説
明
で
き
る
 
口
と
歯
・
舌
に
と
っ
て
危
な
い
も
の
を
説
明
で
き
，
清
潔
を
保
つ
方
法
を
知
る
 
一
般
的
な
身
体
の
病
気
や
怪
我
を
知
る
 
地
域
に
お
い
て
健
康
的
な
食
事
を
提
案
で
き
る
 
身
体
の
各
部
の
名
称
が
分
か
り
，
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
説
明
で
き
る
：
目
，
鼻
，
口
，
耳
，
腕
，
足
，
髪
 
身
体
の
洗
い
方
, 手
入
れ
の
方
法
，
怪
我
を
予
防
す
る
方
法
を
説
明
で
き
る
 
健
康
的
な
食
ベ
物
，
不
健
康
な
食
べ
物
を
認
識
で
き
る
 
適
切
な
ト
イ
レ
の
使
用
方
法
を
知
る
基本的に学習する能力
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表２
生物：植物と植物の利用
第
５
学
年
第
４
学
年
第
３
学
年
第
２
学
年
第
１
学
年
 
花
の
咲
く
植
物
と
咲
か
な
い
植
物
を
知
る
 
植
物
を
葉
緑
素
の
あ
る
も
の
と
無
い
も
の
に
分
類
で
き
る
 
雄
花
と
雌
花
を
区
別
で
き
る
 
花
の
部
位
を
知
る
 
花
の
咲
か
な
い
植
物
の
増
殖
方
法
を
説
明
で
き
る
 
科
学
的
に
品
種
改
良
を
行
う
方
法
を
説
明
で
き
る
 
葉
緑
素
が
葉
っ
ぱ
の
中
に
あ
る
緑
色
の
色
素
で
あ
る
こ
と
を
結
論
づ
け
ら
れ
る
 
植
物
に
と
っ
て
水
と
空
気
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
明
で
き
る
 
植
物
の
栄
養
源
，
堆
肥
や
肥
料
の
価
値
を
説
明
で
き
る
 
こ
れ
ら
の
知
識
を
も
と
に
植
物
を
適
切
に
育
て
ら
れ
る
 
 
根
の
あ
る
植
物
、
な
い
植
物
を
知
る
 
主
根
の
存
在
意
義
を
知
る
，
ま
た
植
物
の
形
が
ど
の
よ
う
に
主
根
に
依
存
し
て
い
る
か
理
解
で
き
る
 
植
物
の
幹
や
茎
の
存
在
理
由
を
説
明
で
き
る
 
葉
脈
の
構
造
と
幹
／
茎
や
根
と
の
関
係
を
説
明
で
き
る
 
上
記
の
知
識
を
も
と
に
植
物
を
適
切
に
育
て
ら
れ
る
 
種
の
形
を
説
明
で
き
る
 
種
が
水
を
吸
収
す
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
 
発
芽
の
過
程
を
説
明
で
き
る
 
植
物
の
成
長
に
と
っ
て
水
と
光
の
重
要
性
を
知
る
 
種
の
適
切
な
保
存
方
法
を
提
案
で
き
る
 
多
年
生
植
物（
ト
マ
ト
な
ど
）
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
説
明
で
き
る
 
植
物
と
は
何
か
を
説
明
で
き
る
，
ま
た
，
植
物
の
各
部
位
の
名
称
を
知
る
（
根
，
茎
・
幹
，
葉
，
花
，
実
）＊
 
様
々
な
植
物
の
違
い
を
言
え
る
 
人
間
に
よ
る
植
物
の
利
用
方
法
を
知
る
 
地
上
と
水
中
に
育
つ
植
物
を
知
る
 
人
間
が
育
て
る
植
物
を
知
る
基本的に学習する能力
＊　英訳版の指導要領から抜け落ちていた箇所を筆者が教科書をもとに追加。
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表３
生物：動物とその行動
第
５
学
年
第
４
学
年
第
３
学
年
第
２
学
年
第
１
学
年
 
動
物
を
脊
椎
動
物
と
無
脊
椎
動
物
に
分
類
で
き
る
，
ま
た
，
更
に
細
か
い
分
類
を
行
え
る
 
脊
椎
動
物
と
無
脊
椎
動
物
の
違
い
を
説
明
で
き
る
 
５
種
類
の
脊
椎
動
物
を
知
り
，
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
 
５
種
類
の
無
脊
椎
動
物
を
知
り
，
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
 
以
下
の
こ
と
を
含
め
，
動
物
種
の
品
種
改
良
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
：
　
−
品
種
改
良
の
利
点
　
−
繁
殖
の
方
法
と
結
果
　
−
自
然
繁
殖
と
人
工
繁
殖
の
違
い
の
比
較
　
−
家
畜
に
す
る
動
物
を
選
択
す
る
最
善
の
方
法
 
い
つ
（
夜
／
昼
）
食
事
を
す
る
か
を
も
と
に
動
物
を
分
類
で
き
る
 
地
元
地
域
の
食
物
連
鎖
や
食
物
網
を
作
る
こ
と
が
で
き
，
以
下
に
述
べ
る
動
植
物
の
複
雑
な
関
係
に
つ
い
て
報
告
で
き
る
：
　
−
動
物
の
食
物
へ
の
依
存
性
　
−
全
て
の
動
物
が
食
物
連
鎖
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
事
実
　
 
動
物
の
体
の
色
が
そ
の
生
息
地
に
お
い
て
保
護
色
と
な
っ
て
い
る
こ
と
，
ま
た
，
一
部
の
動
物
が
環
境
に
合
わ
せ
て
体
色
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
説
明
で
き
る
 
環
境
に
合
っ
た
体
色
を
し
た
（
保
護
色
を
し
た
）
動
物
を
知
る
 
体
色
を
変
え
る
動
物
を
扱
っ
た
実
験
を
行
い
，
報
告
で
き
る
 
動
物
を
形
態
や
生
息
地
・
移
動
方
法
・
食
事
の
方
法
に
よ
っ
て
分
類
で
き
る
 
集
団
生
活
に
よ
る
利
害
に
よ
っ
て
動
物
を
分
類
で
き
る
 
狩
り
や
食
事
に
使
わ
れ
る
体
の
形
質
か
ら
動
物（
ク
モ
，蛇
，
オ
ウ
ム
）
を
特
定
で
き
る
 
生
ま
れ
方
に
よ
っ
て
動
物
を
分
類
で
き
る
 
動
物
の
赤
ち
ゃ
ん
と
成
体
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
ほ
乳
類
，
鳥
類
，
両
生
類
，
昆
虫
）
 
赤
ち
ゃ
ん
を
生
む
動
物
と
卵
を
産
む
動
物
を
知
る
 
動
物
が
赤
ち
ゃ
ん
や
卵
を
生
む
場
所
を
知
る
 
親
が
子
供
や
卵
を
育
て
る
方
法
を
説
明
で
き
る
 
成
長
に
つ
れ
て
形
態
を
変
え
る
動
物
を
含
め
，
様
々
な
動
物
の
一
生
を
説
明
で
き
る
 
動
物
の
体
の
部
位
を
正
確
に
表
現
で
き
る
 
動
物
の
生
息
地
を
説
明
で
き
る
 
陸
上
に
生
活
す
る
動
物
，
水
中
に
生
活
す
る
動
物
を
知
る
 
そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
の
食
べ
物
を
知
る
 
食
べ
物
を
も
と
に
動
物
を
分
類
で
き
る
 
動
物
の
移
動
方
法
や
移
動
速
度
を
説
明
で
き
る
 
体
の
作
り
と
生
息
地
や
移
動
方
法
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
 
利
用
価
値
の
あ
る
，
ま
た
は
危
険
な
動
物
を
知
る
 
動
物
を
保
護
す
る
意
味
を
知
る
基本的に学習する能力
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表４
生物：生物同士の関係
第
５
学
年
第
４
学
年
第
３
学
年
第
２
学
年
第
１
学
年
 
食
物
連
鎖
に
お
け
る
生
物
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
移
動
を
説
明
で
き
る
 
以
下
の
こ
と
を
含
ん
で
，
も
し
生
物
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
ら
生
態
系
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
を
調
査
で
き
る
：
　
−
動
物
が
変
化
に
ど
う
対
応
す
る
か
　
−
生
息
地
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
護
す
る
た
め
の
方
法
を
提
案
す
る
 
生
物
に
と
っ
て
地
元
地
域
の
ど
こ
が
良
い
生
息
地
な
の
か
を
評
価
す
る
た
め
，
地
元
環
境
を
調
査
で
き
る
 
課
題
と
必
要
な
行
動
を
報
告
で
き
る
 
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
方
法
を
提
案
で
き
る
 
森
林
保
護
と
絶
滅
危
惧
種
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
収
集
で
き
，
分
か
っ
た
こ
と
を
報
告
で
き
る
 
人
間
と
動
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
何
か
を
知
る
 
植
物
が
人
間
と
動
物
の
食
べ
物
の
根
源
で
あ
る
理
由
を
考
え
ら
れ
る
 
生
物
と
非
生
物
の
違
い
を
説
明
で
き
る
 
生
物
の
必
要
な
物
事
を
知
る
 
我
々
が
動
植
物
か
ら
得
る
食
べ
物
を
知
る
 
動
物
の
食
べ
物
と
植
物
の
食
べ
物
（
栄
養
源
）
を
認
識
で
き
る
 
も
し
植
物
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
，
答
え
ら
れ
る
 
人
間
と
動
物
，
食
物
の
関
係
を
知
る
 
人
間
が
動
植
物
を
保
護
す
る
べ
き
方
法
を
説
明
で
き
る
基本的に学習する能力
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表５
非生物：物質とその利用
第
５
学
年
第
４
学
年
第
３
学
年
第
２
学
年
第
１
学
年
 
以
下
の
こ
と
を
含
む
太
陽
の
地
球
へ
の
影
響
を
実
験
で
証
明
し
，
説
明
で
き
る
：
　
−
ど
の
よ
う
に
夜
と
昼
が
起
こ
る
の
か
　
−
ど
の
よ
う
に
季
節
が
発
生
す
る
の
か
　
−
ど
の
よ
う
に
昼
の
長
さ
が
変
わ
る
の
か
　
−
ど
の
よ
う
に
月
の
満
ち
欠
け
が
起
こ
る
の
か
　
−
日
食
時
に
は
何
が
起
こ
る
の
か
 
惑
星
の
順
番
を
知
っ
て
お
り
，
モ
デ
ル
を
作
れ
る
，
ま
た
，
そ
れ
ぞ
れ
の
相
対
的
な
大
き
さ
に
つ
い
て
も
説
明
で
き
る
 
技
術
発
展
の
最
新
の
利
害
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
収
集
で
き
，
意
見
を
言
え
る
 
以
下
の
こ
と
を
含
む
空
気
の
特
徴
を
調
査
で
き
る
：
　
−
温
度
計
を
使
っ
て
空
気
の
温
度
を
計
る
　
−
空
気
の
重
さ
，
弾
力
性
，
他
の
物
体
に
働
く
力
，
熱
の
影
響
 
大
気
汚
染
の
原
因
と
危
険
性
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
 
以
下
の
も
の
を
含
む
土
の
特
徴
を
調
査
で
き
る
：
　
−
様
々
な
土
の
吸
収
力
　
−
こ
れ
ら
の
特
徴
の
利
用
方
法
 
以
下
の
こ
と
を
含
む
石
の
特
徴
を
調
査
で
き
る
：
　
−
様
々
な
石
　
−
様
々
な
石
の
特
徴
の
利
用
方
法
 
環
境
変
化
の
原
因
や
過
去
の
資
源
の
利
用
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
収
集
で
き
，
見
つ
け
た
事
を
報
告
で
き
る
 
垂
直
と
水
平
を
区
別
で
き
る
 
影
と
太
陽
，
星
や
方
位
磁
針
を
使
っ
て
方
角
を
見
つ
け
ら
れ
る
 
淡
水
と
５
つ
の
海
を
含
む
海
水
の
水
源
を
区
別
で
き
る
 
水
の
循
環
を
説
明
で
き
る
 
水
溶
液
か
ら
溶
け
て
い
る
物
質
を
取
り
出
せ
る
 
農
業
，
産
業
，
交
通
に
水
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
説
明
で
き
る
 
物
質
の
性
質
を
調
査
で
き
る
 
以
下
の
特
徴
を
人
間
が
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
か
説
明
で
き
る
：
　
−
様
々
な
種
類
の
土
や
石
　
−
固
体
と
液
体
　
−
水
と
空
気
　
−
太
陽
と
影
，
時
間
と
方
角
 
以
下
の
物
を
含
む
，
世
界
を
作
っ
て
い
る
物
質
と
人
間
が
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
る
か
を
説
明
で
き
る
　（
土
，
石
，
水
，
空
気
，
太
陽
，
月
，
星
）
基本的に学習する能力
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表６
非生物：エネルギーと化学物質
第
５
学
年
第
４
学
年
第
３
学
年
第
２
学
年
第
１
学
年
 
以
下
の
こ
と
を
含
む
簡
単
な
電
気
回
路
の
実
験
に
つ
い
て
報
告
で
き
る
：
　
−
交
流
と
直
流
の
違
い
，
自
然
に
あ
る
交
流
電
源
　
−
電
池
と
豆
電
球
を
使
っ
た
簡
単
な
回
路
を
作
る
　
−
閉
じ
た
／
開
い
た
回
路
，
直
列
／
並
列
回
路
の
特
徴
を
調
査
し
て
描
く
　
−
自
転
車
歯
車
の
構
造
を
調
べ
ど
の
よ
う
に
働
く
か
を
説
明
す
る
 
地
元
地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
家
電
製
品
を
知
る
 
電
気
の
利
害
と
危
険
性
に
つ
い
て
知
る
 
生
活
で
使
用
す
る
化
学
物
質
を
分
類
で
き
る
 
化
学
物
質
の
一
般
的
な
使
用
方
法
を
知
る
 
商
品
の
ラ
ベ
ル
を
読
ん
で
分
析
で
き
る
 
化
学
物
質
を
使
う
こ
と
の
利
害
を
知
る
 
以
下
の
こ
と
を
含
む
光
の
特
徴
に
関
す
る
実
験
に
つ
い
て
報
告
で
き
る
：
　
−
光
が
ま
っ
す
ぐ
進
む
こ
と
を
証
明
す
る
　
−
反
射
，
光
の
混
ざ
り
合
い
，
光
の
速
度
（
雷
の
音
が
遅
れ
て
届
く
こ
と
）
　
−
照
明
装
置
の
最
善
の
使
用
方
法
を
提
案
す
る
 
以
下
の
こ
と
を
含
む
熱
の
特
徴
に
つ
い
て
の
実
験
に
つ
い
て
報
告
で
き
る
：
　
−
物
体
の
状
態
や
大
き
さ
を
変
え
る
こ
と
　
−
熱
の
移
動
（
熱
伝
導
，
熱
対
流
，
熱
放
射
）
と
熱
を
伝
え
る
物
質
　
−
熱
の
一
番
良
い
使
い
方
 
以
下
の
こ
と
を
含
む
音
の
特
徴
に
つ
い
て
の
実
験
に
つ
い
て
報
告
で
き
る
：
　
−
様
々
な
物
体
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
音
　
−
様
々
な
音
　
−
音
の
使
い
道
　
−
人
間
へ
の
騒
音
の
影
響
 
以
下
の
物
を
含
む
光
の
源
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
，
ま
た
実
験
に
つ
い
て
報
告
で
き
る
：
　
−
自
然
光
源
と
人
工
光
源
　
−
光
の
あ
る
状
態
／
な
い
状
態
で
の
観
察
　
−
星
が
昼
に
見
え
な
い
原
因
を
考
え
る
 
簡
易
装
置
の
価
値
に
つ
い
て
知
る
（
傾
斜
，
レ
バ
ー
，
車
輪
）
 
以
下
の
物
を
含
む
自
然
の
力
に
関
す
る
実
験
に
つ
い
て
報
告
で
き
る
：
　
−
風
の
力
・
水
の
力
と
そ
れ
ら
に
対
す
る
抵
抗
　
−
磁
石
の
力
の
特
徴
 
力
を
使
っ
た
簡
単
な
お
も
ち
ゃ
を
作
れ
る
基本的に学習する能力
取り扱い無し
取り扱い無し
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表７
ラオス人民民主共和国：地形と歴史
第
５
学
年
第
４
学
年
第
３
学
年
第
２
学
年
第
１
学
年
 「
人
口
密
度
」
を
定
義
で
き
る
，
ま
た
，
地
域
に
お
け
る
人
口
に
関
す
る
情
報
を
分
析
・
発
表
の
た
め
に
収
集
で
き
る
＊
 
以
下
の
こ
と
を
含
む
，ラ
オ
ス
の
地
形
の
特
徴
を
地
図
上
で
認
識
で
き
，我
々
に
と
っ
て
の
重
要
性
を
説
明
で
き
る
：
　
−
様
々
な
地
形
　
−
平
地
の
経
済
的
重
要
性
　
−
高
原
の
位
置
と
名
前
　
−
様
々
な
気
候
　
−
メ
コ
ン
川
の
水
源
と
川
筋
，
流
域
国
 
以
下
の
こ
と
を
含
む
，ラ
オ
ス
の
ど
こ
に
ど
ん
な
産
業
が
あ
る
か
認
識
し
，説
明
で
き
る
，
ま
た
，そ
の
制
限
要
因
に
つ
い
て
査
定
で
き
る
:
　
−
ラ
オ
ス
の
様
々
な
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
主
な
農
業
活
動
　
−
ラ
オ
ス
の
様
々
な
畜
産
業
　
−
様
々
な
水
産
業
　
−
ラ
オ
ス
の
林
業
　
−
森
林
の
重
要
性
と
森
林
保
護
　
−
民
芸
品
産
業
　
−
重
要
で
人
気
の
あ
る
民
芸
品
　
−
ラ
オ
ス
工
業
の
特
徴
と
工
場
　
−
産
業
に
お
け
る
市
場
の
重
要
性
　
−
工
業
存
続
の
た
め
に
重
要
な
原
材
料
　
−
様
々
な
交
通
手
段
　
−
産
業
に
お
け
る
交
通
手
段
と
通
信
手
段
の
重
要
性
(次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
…
)
 
様
々
な
地
図
の
違
い
を
理
解
で
き
る
 
地
図
記
号
の
意
味
を
説
明
で
き
る
 
ラ
オ
ス
の
近
隣
諸
国
の
位
置
を
特
定
で
き
，
大
き
さ
を
比
較
で
き
る
 「
人
口
」と
「
人
口
調
査
」を
定
義
で
き
る
 
家
庭
や
学
校
・
村
の
人
口
が
変
わ
る
原
因
を
考
え
ら
れ
る
 
ラ
オ
ス
国
内
に
お
け
る
様
々
な
生
活
様
式
や
集
落
形
態
を
資
料
か
ら
読
取
り
，
地
図
上
に
示
せ
る
 
ラ
オ
ス
の
民
族
を
複
数
知
っ
て
お
り
，
彼
ら
の
服
装
や
文
化
・
伝
統
を
説
明
で
き
る
 
ラ
オ
ス
の
様
々
な
政
治
体
制
（
国
・
県
・
村
レ
ベ
ル
）
を
説
明
で
き
る
 
古
代
ラ
オ
ス
の
人
々
の
起
源
や
生
活
様
式
を
資
料
か
ら
読
取
り
，
説
明
で
き
る
（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
…
）
 
村
の
回
り
の
地
域（
郡
や
県
）
の
様
子
を
説
明
で
き
る
 
記
号
を
使
っ
て
地
域
の
簡
単
な
地
図
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
 
地
域
の
人
口
に
つ
い
て
調
べ
，
報
告
で
き
る
 
地
域
の
歴
史
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
 
地
域
の
通
信
手
段
を
説
明
で
き
る
 
通
信
手
段
の
様
々
な
使
わ
れ
方
や
誰
が
使
っ
て
い
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
 
村
と
そ
の
近
辺
の
地
形
を
説
明
で
き
る
 
道
路
や
主
要
施
設
を
含
ん
だ
村
の
簡
単
な
鳥
瞰
図
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
 
村
の
人
口
や
人
々
の
職
業
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
 
村
の
歴
史
を
語
れ
る
 
村
の
交
通
機
関
や
そ
の
動
力
源
を
説
明
で
き
る
 
村
内
に
お
い
て
，
環
境
問
題
の
発
生
源
と
な
る
場
所
を
識
別
で
き
る
 
村
を
綺
麗
に
保
つ
こ
と
や
環
境
美
を
保
つ
こ
と
の
利
点
に
つ
い
て
意
見
を
言
え
る
 
校
庭
の
地
形
を
説
明
で
き
る
 
様
々
な
物（
箱
な
ど
）を
使
っ
て
校
庭
の
簡
単
な
地
図
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
 
学
校
の
人
数
を
調
べ
，
記
録
で
き
る
 
学
校
の
歴
史
を
調
べ
て
語
れ
る
基本的に学習する能力
＊　英訳版にはさらに「以下の項目を含む :」とあるが，その後のリストが記載されていないため，ここでは省略する。
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表７
（続き）ラオス人民民主共和国 : 地形と歴史
第
５
学
年
第
４
学
年
第
３
学
年
第
２
学
年
第
１
学
年
 
以
下
の
こ
と
を
含
む
，
ラ
オ
ス
と
A
SE
A
N
諸
国
と
の
比
較
が
で
き
る
：
　
−
地
理
的
位
置
と
特
徴
　
−
人
口
と
経
済
状
況
　
−
政
治
体
制
と
首
都
　
−
近
隣
諸
国
と
の
関
係
の
利
益
を
考
え
ら
れ
る
　
−
１９
９５
年
以
降
の
A
SE
A
N
諸
国
に
お
け
る
重
要
な
出
来
事
に
つ
い
て
情
報
を
集
め
ら
れ
る
 
歴
史
的
資
料
を
読
み
，以
下
の
こ
と
を
含
む
，
ラ
オ
ス
の
植
民
地
支
配
へ
の
抗
争
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
：
　
−
抗
争
の
原
因
　
−
様
々
な
時
代
の
抗
争
　
−
１９
４５
年
１０
月
１２
日
の
意
味
　
−
ラ
オ
人
民
軍
創
設
の
歴
史
の
役
割
　
−
１９
６３
年
か
ら
１９
７２
年
の
主
な
戦
闘
　
−
１９
７５
年
１２
月
２
日
に
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
が
誕
生
し
た
歴
史
的
重
要
性
 
国
家
形
成
に
貢
献
し
た
人
々
に
つ
い
て
語
れ
る
 
生
活
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
か
説
明
で
き
る
 
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
内
の
主
な
歴
史
的
な
遺
跡
に
つ
い
て
知
る
，
ま
た
，
そ
れ
ら
を
保
存
す
る
意
義
を
説
明
で
き
る
 
フ
ァ
ン
グ
ム
王
（
K
in
g 
Fa
ng
um
）・
サ
ム
セ
ン
サ
イ
王
（
K
in
g 
Sa
m
se
nt
ha
i）・
ソ
ウ
リ
ヴ
ォ
ン
グ
王
（
K
in
g 
So
ul
iv
on
g）
の
王
朝
期
の
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
，
そ
し
て
彼
ら
の
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
語
れ
る
 
国
家
で
あ
る
こ
と
の
利
益
を
提
案
で
き
る
基本的に学習する能力
（前ページで終了）
（前ページで終了）
（前ページで終了）
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表８
ラオス人民民主共和国：社会組織
第
５
学
年
第
４
学
年
第
３
学
年
第
２
学
年
第
１
学
年
 
ラ
オ
ス
国
内
に
あ
る
考
古
学
的
発
掘
物
や
遺
跡（
伝
統
遺
跡
）の
名
前
と
場
所
を
知
る
＊
 
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
や
発
掘
品
を
明
確
に
識
別
で
き
る
 
こ
れ
ら
の
発
掘
品
や
遺
品
の
価
値
や
神
聖
さ
を
説
明
で
き
る
 
ラ
オ
ス
の
芸
術
や
文
化
を
A
SE
A
N
諸
国
と
国
家
的
伝
統
や
神
聖
な
遺
跡
と
発
掘
品
の
面
か
ら
比
較
で
き
る
 
芸
術
・
文
化
・
伝
統
に
つ
い
て
自
分
の
意
志
を
表
現
で
き
る
 
民
法
と
刑
法
，そ
し
て
こ
れ
ら
の
我
々
の
生
活
へ
の
影
響
を
説
明
で
き
る
 
ラ
オ
ス
に
お
け
る
様
々
な
民
族
の
伝
統
や
芸
術
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
 
ラ
オ
ス
の
文
化
を
保
護
し
，
推
奨
す
る
方
法
を
提
案
で
き
る
 
ラ
オ
ス
の
芸
術
や
文
化
を
近
隣
諸
国
と
比
較
で
き
る
 
地
域
で
の
集
団
に
つ
い
て
知
る
（
行
政
府
・
委
員
会
・
機
関
と
評
議
会
）
 
地
域
の
人
の
仕
事
を
説
明
で
き
る
 
郡
や
県
の
行
政
体
制
や
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
 
郡
や
県
の
リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
（
役
割
と
責
任
）に
つ
い
て
説
明
で
き
る
 
郡
や
県
の
リ
ー
ダ
ー
と
村
や
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
と
の
関
係
を
説
明
で
き
る
 
村
で
人
が
一
緒
に
生
活
す
る
理
由
を
知
る
 
村
で
の
集
団
に
つ
い
て
知
る
（
家
族
・
委
員
会
・
機
関
と
評
議
会
）
 
村
人
の
仕
事
を
説
明
で
き
る
 
村
の
行
政
体
制
を
説
明
で
き
，
村
の
リ
ー
ダ
ー
を
認
識
で
き
る
 
村
の
リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
（
役
割
と
責
任
）
を
説
明
で
き
る
 
村
の
重
要
な
お
祭
り（
行
事
）
を
説
明
で
き
る
 
村
人
が
村
か
ら
受
け
る
支
援
の
方
法
に
つ
い
て
意
見
を
言
え
る
 
学
校
の
使
い
方
を
知
る
 
学
校
で
の
集
団
に
つ
い
て
知
る
（
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
・
学
年
・
先
生
・
運
営
組
織
な
ど
）
 
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
働
き
を
知
る
（
児
童
・
先
生
・
校
長
先
生
と
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
）
 
学
校
の
運
営
体
制
を
知
る
 
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
を
認
識
で
き
る
基本的に学習する能力
＊　英訳版にはさらに「以下の項目を含む :」とあるが，その後のリストが記載されていないため，ここでは省略する。
